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(57)【要約】
【課題】　本発明は、車両の走行時、タイヤから圧縮空
気がパンピングされるようにした圧縮空気パンピングタ
イヤ及びこれを用いた圧縮空気貯蔵装置を提供するため
にある。
【解決手段】　本発明の空気圧縮パンピングタイヤの一
実施例によれば、タイヤのボディーに形成され、所定量
の空気が満たされることができる容積を有し、タイヤの
回転時、路面接地力により収縮され、空気を圧縮させる
１つ以上の空気圧縮室と；空気圧縮室の一端に連通され
、収縮後、復元される空気圧縮室の復元空間内に外気を
吸入させる１つ以上の空気吸入口と；空気圧縮室の他端
に連通され、圧縮された空気を外部に排出させるための
１つ以上の空気吐出とが含まれて構成されたことを特徴
とする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用タイヤにおいて、
　タイヤ(１０)のボディーに形成され、所定量の空気が満たされることができる容積を有
し、タイヤの回転時、路面接地力により収縮され、空気を圧縮させる１つ以上の空気圧縮
室(１３)と、
　前記空気圧縮室(１３)の一端に連通され、収縮後、復元される空気圧縮室(１３)の復元
空間内に外気を吸入させる１つ以上の空気吸入口(１１)と、
　前記空気圧縮室(１３)の他端に連通され、圧縮された空気を外部に排出させるための１
つ以上の空気吐出口(１２)とが含まれて構成されたことを特徴とする圧縮空気パンピング
タイヤ。
【請求項２】
　前記空気圧縮室(１３)は、タイヤの外周面に沿ってその内部に形成され、円形帯状に配
置されたことを特徴とする請求項１に記載の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項３】
　前記空気圧縮室(１３)は、断面が略矩形で構成されたことを特徴とする請求項１に記載
の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項４】
　前記空気圧縮室(１３)は、断面が円形で構成されたことを特徴とする請求項１に記載の
圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項５】
　前記空気圧縮室(１３)は、断面が楕円形で構成されたことを特徴とする請求項１に記載
の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項６】
　前記空気圧縮室(１３)は、１個としてタイヤの幅方向に数回巻回した螺旋状に構成され
たことを特徴とする請求項１に記載の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項７】
　前記空気圧縮室(１３)は、複数個以上が同時にタイヤの幅方向に数回巻回した螺旋状に
構成されたことを特徴とする請求項１に記載の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項８】
　前記空気圧縮室(１３)は、１つ以上の圧縮室分離膜(１４)により多数個に分けられて構
成されたことを特徴とする請求項１に記載の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項９】
　前記空気圧縮室(１３)には、収縮変形された空気圧縮室(１３)の復元力を高めるために
、一定間隔毎に、リーブ(１５)が設けられたことを特徴とする請求項１に記載の圧縮空気
パンピングタイヤ。
【請求項１０】
　前記空気圧縮室(１３)の内面には、空気圧縮室(１３)がくっつかないようにするシリコ
ーンコーティング層(１３ａ)が形成されたことを特徴とする請求項１に記載の圧縮空気パ
ンピングタイヤ。
【請求項１１】
　前記空気圧縮室(１３)は、タイヤ(１０)のボディーの外周面に沿って突出させた円形突
出部(１０ａ)内に形成させたことを特徴とする請求項１に記載の圧縮空気パンピングタイ
ヤ。
【請求項１２】
　車両用タイヤにおいて、
　タイヤ(１０)の外周面に１回以上巻かれて具備された空気圧縮用チューブ(１３０)と、
　前記空気圧縮用チューブ(１３０)の巻き始端に具備された少なくとも１つの空気吸入口
(１３１)と、
　前記空気圧縮用チューブ(１３０)の巻き終端に具備された少なくとも１つの空気吐出口
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(１３２)とを含み、
　前記空気圧縮用チューブ(１３０)は、タイヤと路面との接地後、弾性復元可能なフレキ
シブル材質から構成されたことを特徴とする圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項１３】
　前記空気圧縮用チューブ(１３０)は、１本でタイヤの外周面に数回巻かれて構成された
ことを特徴とする請求項１２に記載の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項１４】
　前記空気圧縮用チューブ(１３０)は、２本以上が同時にタイヤの外周面に数回巻かれて
構成されたことを特徴とする請求項１２に記載の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項１５】
　前記空気圧縮用チューブ(１３０)は、円形断面で構成されたことを特徴とする請求項１
２に記載の圧縮空気パンピングタイヤ。
【請求項１６】
　請求項第１項乃至第１１項のうち、いずれか一項から選択されたタイヤを車両の前輪及
び/又は後輪位置に設け、
　前記タイヤの空気吐出口(１２)には、前記空気圧縮室(１３)で圧縮された空気を貯蔵す
る圧縮空気タンク(２０)が連結され、
　前記空気吐出口(１２)と圧縮空気タンク(２０)とを連結する流路には、圧縮空気の逆流
を遮断するチェックバルブ(３０)が設けられ、
　前記圧縮空気タンク(２０)の吐出口側には、圧力制御バルブ(４０)が設けられ、
　前記空気吐出口(１２)には、圧縮空気をタイヤホイールの中心軸に案内する案内配管(
１６)が連結され、
　前記案内配管(１６)は、ロテイティングジョイント(１８)を介して前記圧縮空気タンク
(２０)と連結されたことを特徴とする圧縮空気パンピングタイヤを用いた圧縮空気貯蔵装
置。
【請求項１７】
　請求項第１２項乃至第１５項のうち、いずれか一項から選択されたタイヤを車両の前輪
及び/又は後輪位置に設け、
　前記タイヤの空気吐出口(１３２)には、前記空気圧縮用チューブ(１３０)で圧縮された
空気を貯蔵する圧縮空気タンク(１２０)が連結され、
　前記空気吐出口(１３２)と圧縮空気タンク(１２０)とを連結する流路には、圧縮空気の
逆流を遮断するチェックバルブ(１３０)が設けられ、
　前記圧縮空気タンク(１２０)の吐出口側には、圧力制御バルブ(１４０)が設けられ、
　前記空気吐出口(１２)には、圧縮空気をタイヤホイールの中心軸に案内する案内配管(
１６)が連結され、
　前記案内配管(１６)は、ロテイティングジョイント(１８)を介して前記圧縮空気タンク
(２０)と連結されたことを特徴とする圧縮空気パンピングタイヤを用いた圧縮空気貯蔵装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、車両用タイヤに関し、特に、車両の走行時、タイヤから圧縮空気がパンピ
ングされるようにした圧縮空気パンピングタイヤに関する。
　　また、本発明は、タイヤから発生された圧縮空気を貯蔵し、必要な車両の駆動エネル
ギーで活用できるようにした圧縮空気パンピングタイヤを用いた圧縮空気貯蔵装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、車両は、燃焼が可能な液体又は気体燃料を消耗するとか、電気エネルギーを消
耗し、駆動に必要なエネルギーを得て走行することになる。従って、車両は、燃料やバッ
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テリーを搭載して運行されなければならない。
　この時、走行時には常時、路面とタイヤとが接して回転することになる。即ち、タイヤ
は、常時、路面と接地状態で転動しながら燃料を消耗することになる。
【０００３】
　従って、タイヤは、車両の走行時、繰り返して回転するので、タイヤに空気袋を取り付
けておき、この空気袋をタイヤが踏んで行くようにすると、空気パンピングを繰り返すこ
とができる条件を備えられる。
【０００４】
　このようにして、空気袋からパンピングされる圧縮空気を車内に貯蔵しておくと、これ
を必要とする例として、機関(エンジン)の駆動エネルギーで活用される価値が大きいとい
える。
　従って、車両燃料消耗を大幅に減らすことができ、環境汚染を更に減らすようにできる
はずである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明は、上記のような事情を鑑みて創案されたもので、車両の走行時、タイ
ヤから圧縮空気がパンピングされるようにした圧縮空気パンピングタイヤを提供すること
にある。
【０００６】
　なお、本発明は、パンピングタイヤから発生された圧縮空気を貯蔵し、必要な車両の駆
動エネルギーで活用できるようにした圧縮空気パンピングタイヤを用いた圧縮空気貯蔵装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するための本発明の空気圧縮パンピングタイヤの一実施例によれば、
　タイヤのボディーに形成され、所定量の空気が満たされることができる容積を有し、タ
イヤの回転時、路面接地力により収縮され、空気を圧縮させる１つ以上の空気圧縮室と、
　空気圧縮室の一端に連通され、収縮後、復元される空気圧縮室の復元空間内に外気を吸
入させる１つ以上の空気吸入口と、
　空気圧縮室の他端に連通され、圧縮された空気を外部に排出させるための１つ以上の空
気吐出口とが含まれて構成されたことを特徴とする。
【０００８】
　望ましくは、空気圧縮室は、タイヤの外周面に沿ってその内部に形成され、円形帯状に
配置されることができる。
　また、空気圧縮室は、断面が略矩形で構成されるとか、円形、もしくは、楕円形で構成
されることができる。
　また、空気圧縮室は、１個としてタイヤの幅方向に数回巻回した螺旋状に構成されると
か、複数個以上が同時にタイヤの幅方向に数回巻回した螺旋状に構成されることができる
。
　また、空気圧縮室は、１つ以上の圧縮室分離膜により多数個に分けられて構成されるこ
とができる。
　また、空気圧縮室には、収縮変形された空気圧縮室の復元力を高めるために、一定間隔
毎に、リーブが設けられることができる。
　また、空気圧縮室の内面には、空気圧縮室がくっつかないようにするシリコーンコーテ
ィング層が形成される。
【０００９】
　上記の目的を達成するための本発明の空気圧縮パンピングタイヤの第２実施例によれば
、
　タイヤの外周面に１回以上巻かれて具備された空気圧縮用チューブと、
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　空気圧縮用チューブの巻き始端に具備された少なくとも１つの空気吸入口と、
　空気圧縮用チューブ(１３０)の巻き終端に具備された少なくとも１つの空気吐出口とを
含み、
　空気圧縮用チューブは、タイヤと路面との接地後、弾性復元可能なフレキシブル材質か
ら構成されたことを特徴とする。
　ここで、空気圧縮用チューブ１本でタイヤの外周面に数回巻かれて構成されるとか、２
本以上が同時にタイヤの外周面に数回巻かれて構成されることができる。
【００１０】
　一方、圧縮空気パンピングタイヤを用いた圧縮空気貯蔵装置は、
　パンピングタイヤの空気吐出口に、空気圧縮室で圧縮された空気を貯蔵する圧縮空気タ
ンクが連結され、空気吐出口と圧縮空気タンクとを連結する流路には、圧縮空気の逆流を
遮断するチェックバルブが設けられ、圧縮空気タンクの吐出口側には、圧力制御バルブが
設けられ、空気吐出口には、圧縮空気をタイヤホイールの中心軸に案内する案内配管が連
結され、案内配管は、ロテイティングジョイント(rotating joint)を介して圧縮空気タン
クと連結されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の圧縮空気パンピングタイヤ及びこれを用いた圧縮空気貯蔵装置によれば、車両
の走行時、タイヤを介して圧縮空気を簡単にパンピングできる。そして、このパンピング
された圧縮空気を高圧状態で貯蔵し、必要とする装置を駆動させるエネルギーで有用に活
用できる。一例として、圧縮された空気を機関に連結されたタービンを回転させる噴射エ
ネルギーで使用し、機関の燃料消耗を大幅に減らすことに使われることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付された図面を参照し、本発明の望ましい実施例を詳しく説明する。
　＜第１実施例＞
　本発明の第１実施例は、図１及び図２のように、タイヤ(１０)のボディーの外周面に沿
ってその内部に、少なくとも１つ以上の空気圧縮室(１３)を形成し、空気圧縮室(１３)か
ら圧縮空気をパンピングするようにしたことである。即ち、第１実施例は、空気圧縮室(
１３)がタイヤ(１０)のボディーに一体に形成されたことである。
　この時、空気圧縮室(１３)は、１つ以上の空気吸入口(１１)と１つ以上の空気吐出口(
１２)とを有する。従って、タイヤ(１０)の駆動時、図３のように、路面(１)と接地され
るタイヤ部分は収縮し、空気吐出口(１２)側に圧縮空気を押し出すようになっている。即
ち、タイヤ(１０)の回転方向と反対方向に空気圧縮室(１３)を圧縮しながら、空気吐出口
(１２)側に空気をパンピングする。この時、収縮を経た部分はタイヤ(１０)のボディーの
弾性復元力により膨脹復元される。
【００１３】
　空気圧縮室(１３)は、その断面を図１のように略矩形とするとか、タイヤの幅方向に長
軸を有する楕円形に形成する場合、１個で構成されることができる。この時、空気圧縮室
(１３)は、図２のように、円形の帯状を成すようになる。ここで矩形断面形状を有する空
気圧縮室(１３)は、図１の拡大図のようにその内面に、収縮後、復元時、互いにくっつい
ていないようにシリコーンコーティング層(１３ａ)を形成させることが望ましい。
【００１４】
　また、空気圧縮室(１３)は、その断面が図５のように円形で構成され、タイヤ(１０)の
ボディーの周りに１回以上螺旋状に旋回された構造で構成されることができる。これは、
タイヤ(１０)の幅によって増減されることができる。
【００１５】
　空気圧縮室(１３)が、例えば、２回旋回された螺旋状の構造であれば、一方の始端に空
気吸入口(１１)が具備され、他方の終端に空気吐出口(１２)が具備される。従って、タイ
ヤ(１０)が２回回転する毎に、路面との押し接触により空気圧縮室(１３)から空気吐出口
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(１２)側に体積が減って圧縮空気が生成される。
【００１６】
　第１実施例では、空気圧縮室(１３)をタイヤ(１０)のボディーの外周面に沿って突出さ
せた円形突出部(１０ａ)内に形成させることが望ましい。また、空気圧縮室(１３)は、複
数個以上が同時にタイヤの幅方向に数回巻回した螺旋状に構成されることができる。
【００１７】
　一方、空気圧縮室(１３)は、図４のように、１つ以上の圧縮室分離膜(１４)により多数
個に分けられて構成されることができる。図４は、一例として、分離膜(１４)により２個
の空気圧縮室(１３、１３)が形成されたことを示しており、各空気圧縮室(１３、１３)に
は、それぞれ空気吸入口(１１、１１)と空気吐出口(１２)とが具備されていることが分か
る。
【００１８】
　また、空気圧縮室(１３)には、収縮変形された空気圧縮室(１３)の復元力を高めるため
に、一定間隔毎に、リーブ(１５)が更に設けられることができる。この時、リーブ(１５)
は、図のように、タイヤの走行を妨害しないように半径方向に対して一定の角度(θ)で傾
いて設けられることが望ましい。
【００１９】
　このように構成された圧縮空気パンピングタイヤ(１０)を用いて圧縮空気を貯蔵するた
めの装置は、次のように構成されることができる。タイヤ(１０)の空気吐出口(１２)には
、図２及び図６のように、空気圧縮室(１３)で圧縮された空気を貯蔵する圧縮空気タンク
(２０)が連結され、空気吐出口(１２)と圧縮空気タンク(２０)とを連結する流路には、圧
縮空気の逆流を遮断するチェックバルブ(３０)が設けられる。従って、圧縮空気タンク(
２０)に貯蔵された圧縮空気は、チェックバルブ(３０)により遮られ、空気圧縮室(１３)
内に再び流入されることはない。
【００２０】
　一方、圧縮空気タンク(２０)の吐出口側には、圧力制御バルブ(４０)が設けられ、タン
ク(２０)内の圧力を一定の設定圧力に維持することになる。
【００２１】
　空気圧縮室(１３)の吐出口(１２)には、図５のように案内配管(１６)が連結され、空気
圧縮室(１３)でパンピングされた圧縮空気をタイヤ(１０)ホイールの中心軸に案内するこ
とになり、案内配管(１６)にはロテイティングジョイント(１８)が連結されている。従っ
て、車両の走行時、タイヤが路面で回転しても、配管の影響なしにタンク(２０)まで円滑
に圧縮空気を圧縮させることができる。
【００２２】
　このように構成された装置は、４輪車両に適用される場合、２つの前輪タイヤ及び/又
は２つの後輪タイヤに選択的に設けられるとか、図６のように、４つの全てのタイヤに同
時に同様な構成で適用されることができる。
【００２３】
　従って、車両の重量によりタイヤ(１０)が、図３及び図５のように、路面に触れるよう
になると、空気圧縮室(１３)の一部分が路面(１)と接して収縮された接合面が形成される
。この収縮された接合面は、車両の走行時、タイヤ(１０)の回転によって空気圧縮室(１
３)でその位置が連続的に変わるようになる。
【００２４】
　従って、図３のように、タイヤ(１０)と路面との接触から生じた接合面は、吸入口(１
１)側から吐出口(１２)側に移動しながら容積を減らし、空気圧縮室(１３)内の空気を圧
縮させることになる。このように空気圧縮室(１３)内で圧縮された空気は、空気吐出口(
１２)を通じて圧縮空気タンク(２０)に貯蔵される。この時、チェックバルブ(３０)は、
圧縮空気タンク(２０)内に貯蔵された圧縮空気の逆流を遮断する。このようにして、圧縮
空気タンク(２０)内に貯蔵された圧縮空気は、必要な装置の一例として、機関に連結され
たタービンなどで活用が可能なものである。
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【００２５】
　一方、圧縮空気タンク(２０)内に設定された圧力以上に空気が満たされることになると
、圧力制御バルブ(４０)が開放され、設定圧力に到達される。
【００２６】
　＜第２実施例＞
　本発明による第２実施例は、図７のように、タイヤ(１０)の外周面に空気吸入口(１３
１)と空気吐出口(１３２)とを有し、圧縮復元可能なフレキシブル材質として、少なくと
も１つの空気圧縮用チューブ(１３０)が１本以上設けられたことを特徴とする。この時、
空気圧縮用チューブ(１３０)の本数は、タイヤ(１０)の幅を考慮して増減されることがで
きる。
【００２７】
　空気圧縮用チューブ(１３０)は、１本でタイヤ(１０)の外周面に数回巻いて構成すると
か、２本を同時にタイヤ(１０)の外周面に数回巻いて構成することができる。空気圧縮用
チューブ(１３０)は、その断面を円形で構成するとか、その他の形態で構成することがで
きることは勿論である。即ち、第２実施例において、空気圧縮用チューブ(１３０)は、第
１実施例の空気圧縮室(１３)に取り替えられる概念であると理解できる。この時、空気圧
縮用チューブ(１３０)は、接着手段(１３５)を介してタイヤのボディーに取り付けられる
。
【００２８】
　このように構成された第２実施例の空気圧縮パンピングタイヤの場合にも、図８のよう
に、圧縮空気タンク(１２０)を空気吐出口(１３２)に連結する。空気吐出口(１３２)と圧
縮空気タンク(１２０)とを連結する流路には、圧縮空気の逆流を遮断するチェックバルブ
(１３０)を設ける。圧縮空気タンク(１２０)の吐出口には圧力制御バルブ(１４０)が設け
られ、圧縮空気を高圧状態で貯蔵するようになる。
【００２９】
　第２実施例の場合にも４つの前・後輪タイヤに全て設けられるとか、いずれか１つを選
択して設けられることができることは勿論である。この時、空気圧縮用チューブ(１３０)
からタンク(１２０)に連結される管路の構成は、第１実施例と同様に構成されるので、詳
細な説明は略する。
【００３０】
　上述したように構成され、作用する本発明は、車両の走行時、タイヤを介して圧縮空気
を簡単にパンピングできる。このパンピングされた圧縮空気を高圧状態で貯蔵し、必要と
する装置を駆動させるエネルギーで有用に活用できる。
【００３１】
　一例として、圧縮された空気をエンジンに連結されたタービン回転又はターボチャージ
ャー(Turbo Charger)のエネルギーで使用し、機関の燃料消耗を大幅に減らすことに使わ
れることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１実施例による圧縮空気パンピングタイヤの正面図及び要部断面拡大
図。
【図２】本発明の第１実施例による圧縮空気パンピングタイヤの一側断面図及び圧縮空気
貯蔵装置の回路構成図。
【図３】本発明の第１実施例による圧縮空気パンピングタイヤのパンピング原理を説明す
るための図。
【図４】本発明の第１実施例による圧縮空気パンピングタイヤの変形例示図。
【図５】本発明の第１実施例による他の圧縮空気パンピングタイヤの変形例示図。
【図６】本発明の第１実施例による圧縮空気パンピングタイヤを車両に適用して圧縮空気
を得る概念図。
【図７】本発明の第２実施例による圧縮空気パンピングタイヤの正面図及び要部断面拡大
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図。
【図８】本発明の第２実施例による圧縮空気パンピングタイヤから圧縮空気を貯蔵する回
路構成図である。
【符号の説明】
【００３３】
１０：タイヤ
１１：空気吸入口
１２：空気吐出口
１３：空気圧縮室
１３ａ：シリコーンコーティング層
１４：圧縮室分離膜
１５：リーブ
１３０：空気圧縮用チューブ
１３１：空気吸入口
１３２：空気吐出口
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